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自由の大地を求めて
南 オ ー ス トラ リア に於 け る ドイ ッ移民 一 一
中 村 浩 平
は じ め に
赤道を越えて 日本のほぼ南方 に位置するオース
トラ リアは1988年 に建 国200年 を迎 え た歴史
の浅 い国である。
「1787年5月13日,日 曜 日の早朝,11隻 か ら
なる第一次流刑船団 は,780人 にのぼる囚人 と,
海兵隊員,自 由移民の商人 など,お よそ1200人
を乗せて,イ ギ リスのポーツマス港 を離れた。艦
隊 は一路,知 られざる南の大陸,『テ ラ 。オース ト
ラリス』 と呼ばれてきた植民地 に向け出港 したの
で あ る。 この時,い った い何 人 の囚人 が,1万
5000マ イルに及ぶ航海安全を期待 したで あろう
か。宗教 の自由をめざして自 らの意思でアメ リカ
新大陸 に向か った ピュー リタンたちは,少 な くと
も新天地 に対す る期待で燃 えていたはずである。
それに対 し,彼 らは流刑囚 と して未知 な る大 陸
オース トラリアに棄民 されるに等 しかった。 たと
え苛酷な航海 を無事 にな し遂 げたとして も,新 大
陸 に対す る何 の知識 も持 ちあわせていない彼 らに
とって,毎 日がパ ンと水を求めてさ迷い歩 く,生
存 のための闘いにな ることは十分す ぎるほどわ
か っていた。 しか も,囚 人たちは,死 刑に相当す
る流刑 で強制的 に送 り出されたのであ り,い わ
ば,死 出の旅に等 しいものであることを悟 ってい
たであろう。…彼 らの心が どれほどすさんでいた
か は,シ ドニー上陸直後 にたて続 けにお こった
数 々の事件か らも想像できるのである。」2)
ここにオース トラ リアの歴 史の原点がみ られ
る。つまり,オ ース トラ リアは流刑の地であり,
そ こに送 り込 まれた囚人 たちが,広 大 な不毛の大
地 に挑み,そ の開発 に大 きく貢献 したのである。
そ して この事実 は今 日で もオース トラ リアの人々
の意識 に深 く根 ざ して い るよ うに思 われ る。「…,
私 が 言 いた い こ とは,オ ー ス トラ リア人 は ヨー
ロ ッパ系 の血 を継 いで い る ものの,知 的 レベルか
らいえ ばか な り低俗 な囚人 か ら形 成 され て いた と
い うこ とです。 それ ゆえ いっ も 『外部 の ものに対
して警 戒心 を抱 いて い る人種 』 と言 え ます。 イ ギ
リスが この地 で植民 を開始 したので すが,社 会 の
成 り立 ちそ の ものが,低 俗 な囚人 す な わち被支 配
グル ープ と,そ れを監督,命 令 す る官 吏 とい う支
配 グルー プの二 っ の クラスに二分 化 され た ま まス
ター トして い ます。 あ とに入 植 して きた 自由移 民
は,こ の囚人 に鎖 の ク ビキを象徴 す る何 か を入 れ
るべ きであ るとさえ考 えて い ます。 オー ス トラ リ
アを考 え る際 この歴 史 の原点 を,ま ず私 た ちは
最初 に認 識す べ きです 。」3)
オ ース トラ リア は この よ うに イギ リスの流刑 植
民地 と して建設 され,そ の歩 を踏 みだ した ので,
その後,自 由移民4)が 増 え るにつ れて,イ ング ラ
ン ド,ス コ ッ トラ ン ド,ウ ェー ルズ,ア イル ラ ン
ドか らの移民 が多 くな ったの も当然 で あ ろ う。 そ
の結 果 と して この国 の発展 に於 いて,以 後,ア ン
グロサ ク ソン系 の色彩 が強 くな り,今 日に至 って
い るとい えよ う。
そ う した中で ヨー ロ ッパ か らの非 イギ リス系 の
移民 の中で最 大 の集 団を形 成 して い るのが ドイ ツ
人 の グル ー プで あ り,「彼 らは,例 えば,南 オ ー ス
トラ リアな どで,入 植 の初 期 か ら大 きな役割 を果
た した。 ワイ ンの産地 と して名 高 い,ア デ レイ ド
北 方 のバ ロ ッサ ・ヴ ァレイは,彼 らが 中心 とな っ
て開拓 した地 域 で あ る。 しか し,こ の ドイ ッ人 で
さえ も,人 口 に 占め る割合 は約4.2%に す ぎず,
イ ギ リス系 の住 民 に対抗 す るよ うな集 団 とな るこ
とはなか った。」5)
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しか し小数派 とは言え,ド イッか らの移民たち
はすでに19世 紀の前半か ら現在に至 るまで,多
くの分野,と りわけ芸術,科 学,政 治,経 済の分
野です ぐれた業績 をあげ,今 ではこの国 に ドイツ
系 オース トラ リア人 として しっか りと根 を下 ろ し
てい るので ある。
そ してそのなか に,19世 紀前 半に宗教 的理 由
か ら祖国を去 り,新 しい天地を求めて,そ こで自
分たちの宗教的 自由をえようとした人々がいた。
彼 らはル ター派の人たちであったが,彼 らが目指
したのは南 オース トラ リアであ った。彼 らの新天
地への移住 は大変 な困難続 きであったが,と にも
か くに も幾多 の苦 難を乗 り越 えて,移 住 を実現
し,着 実に,新 しい移住地での地歩 を築 き上 げて
きた。
本稿では,以 下,南 オース トラリアに信仰上の
理由で移 り住んできた ドイッ ・ルター派 の人 々,
いわば宗教的亡命 を した人々に焦点 を当てて,彼
らの亡命の発端か ら,移 住地での定着,そ して夢
の実現 にいたるまでを見てみたい。
1.ド イツ移民の歴史的背景
19世 紀 前 半 に ドイ ッは一 つ の国 家 と して はま
だ存 在 して はお らず,プ ロイセ ンとオー ス トリア
の二 大勢 力 を は じめ と して,多 くの領邦 国家 に分
か れて い た。 そ して南 オー ス トラ リアに移住 した
ル ター派 の人 た ち は プ ロイ セ ンか らの人 た ち で
あ った。 そ こで,な ぜ プ ロイセ ンの ル ター派 の人
た ち が祖 国 を去 り,亡 命 の道 を 選 ぶ に至 った の
か,彼 らを亡 命 に駆 り立 て た もの は何 で あ った の
か,そ の背景 を知 るた あに,ま ず プロイ セ ンの歴
史 を追 い,そ れ か ら彼 らを と りまいて い た当時 の
状況 を 見て み よ う。
フ ラ ン スに1789年 に革 命 が 起 こ って,「 ア ン
シ ャ ン レジー ムの終末 が宣 言 され た と き,フ リー
ド リヒ大 王 亡 きあ との プ ロ イ セ ンは,そ の甥 ブ
リー一ドリヒeヴ ィル ヘ ルム2世(位1786-97)の
治下 に暗 い時 代 を過 ご して いた。 同 じ専 制君 主で
も前 王 とは対 照的 な暗 君 であ った この国 王 は,私
行上 の評 価 も悪 く,と りま きの婦 人 た ちの 言葉 に
左右 されて神 秘思 想 に凝 った り,政 治 を倭 臣 た ち
に任 せ た りとい う具合 で お よそ君 主 の資格 に欠 け
る男 で あ った。 当時盛 ん にな って い た啓 蒙思想 の
影 響 を恐 れて その弾圧 を意図 し,す で に1788年
にはr宗 教 勅令,検 閲勅 令 を発 布 して い たが,革
命 の報 に接 す るとます ます取締 を強 化 した。」6)
フ リー ド リヒ ・ヴ ィル ヘ ル ム3世 が王 位 に就
いた と き(1797年),プ ロイセ ンは フラ ンス革命
の余波 を受 け,そ の影響 下 にあ った。 この優 柔不
断 な国王 の もとに不 振 の時代 を続 けるが7},1806
年 の対 ナ ポ レオ ンとの戦 いで プ ロイセ ンは敗 北 を
喫 し,ポ ー ゼ ンを含 む多 くの領 土 を失 い,そ の領
地 は エルベ河 の東 に限 られ た。 最初 は ドイ ッ人 の
多 くは フラ ンスの支 配 を歓迎 し,プ ロイ セ ンは,
農 民 の解放,職 業選 択 の制限撤 廃 行政 機構 の改
革 な ど,一 連 の改革 を導 入 した。 ユ ダヤ人 は キ リ
ス ト教 徒 と同 じ権 利 を与 え られ,軍 隊 は再 編 さ
れ,教 育 も改善 され たが,こ れ らはいず れ にせ よ,
フ ラ ンス革 命 とは違 って,い わ ば 「上」 か らの改
革8)で あ った。
ナ ポ レオ ンの敗北 の あ と,1815年 の ウ ィー ン
会議 で,プ ロイセ ンは ポーゼ ンお よび失 った領土
を再 び取 り戻 し,さ らに西方 に余分 に領 土 を獲得
した。プ ロイセ ンは,オ ー ス トリアが,「 これ まで
に も増 して ドイ ッ色 の薄 い多民 族 国家 とい う性格
を強 め た」9)のに対 して,ラ イ ンラ ン ト,ヴ ェス ト
フ ァー レ ンな どの 「ドイ ッの社 会的 最先進 地帯 」9》
を獲 得 した た め に,「 ライ ンの防 御 とい う全 ドイ
ッ的 な使 命 を与 え られ た ので あ る。」9}プロイセ ン
は,オ ー ス トリア,ロ シア と ともに 「神 聖 同盟」
を 形 成 す る が,プ ロ テ ス タ ン ト,カ ト リ ッ 久
オー ソ ドック スとい うキ リス ト教 の共通 のベ ース
の上 に立 って,反 動 的 にな り,革 命 的,民 族 的,
民 主 的思想 や運動 を抑 圧 す るよ うに な った。
抑圧 体制 の もと しば し平 穏 な時代 が続 くが,復
古 と反 動 の時代 で あ り,自 由主義 は抑圧 され,「 古
い貴族勢 力が再 び力 を得,改 革 は中途 で挫 折 して
しま った。」10)自由な出版 は許 され ず,既 成 の秩序
に挑戦 す る思想 を表 した教 授 や作家 たち は牢屋 に
入 れ られ るか,あ るい は亡 命 をせ ざ るを得 なか っ
た。
フ リー ド リヒ ・ヴ ィル ヘ ル ム3世 は敬 慶 な キ
リス ト教 徒 で あ り,宗 教 に寛容 を求 め て いた。 し
か しそれ は,フ リー ドリヒ大王 の宗 教 の相 違 を認
一20一
め る寛容 とは違 って,普 遍 的な兄弟愛 の寛 容 と
い った もので}必 要 ならば,法 律や力 によ ってで
も,強 制すべ きものであった。国王 は,カ ルヴィ
ン派 とルター派を結合 させて新 しいプロイセン福
音派 領 邦教 会 を設 立 し11},「旧絶 対 主義 国家 に
よってほぼ完全 に放棄 された国家 による教会支配
を復活 させ,教 会 を国王 に従属 させ た。 これ に
よって彼は特殊 プロイセ ン的なプロテスタンチズ
ムを創出 した。」12)国王 は,彼 の宗教的寛容を押 し
付 けたが,ル ター派のある小 グループは,彼 らル
ター派独 自の教義が脅か され ると,異 議 を唱え
た。国王は自ら編纂 した礼拝 書の導入を もくろん
だが,ほ とん ど至 る ところで批 判 され,神 学者
シュライアマッハーにも反対 された。そ こで国王
は,若 干の修正 と追加を し,こ の修正版礼拝書 は,
上か らの強 い圧力が加 えられなか ったにもかかわ
らず,今 度 はシュライアマ ッハーを含めて,改 革
派,ル ター派 の両教会 の大部分 の牧師に受 け入れ
られた。
しか しルター派 の小数の人たちは,ル ター派の
信仰 に反す るとして反対 し続け,国 家 と教会 に対
して深 い不信 の念 を抱 いた。 このルター派の反対
グループの人たちは,他 の人たちが領邦教会 に加
わ ることに反対 はしなか ったが,彼 ら自身にとっ
て,改 革派 とは離 れたままでいる歴史的権利があ
ると,主 張 した。 そのために,彼 らは 「分離主義
者」であると非難 されたが,自 分たちは数世紀に
わた って存在 してきたルター派教会 に留 まってい
たいと願 っているだけなので,教 会か ら離れたの
は自分 たちで はな くて,む しろ,新 しい教会 を
作 って合同 した人たちであ ると,主 張 した。
この異議を唱えたル ター派の人たちは全員が単
に無知で狂信 的な農民 と村 の職 人ばか りで はな
か った。その指導者 はブレスラウ大学の3人 の教
授(シ ャイベル博十,フ シュケ博十,シ ュテフェ
ンス教授)で あり,善 良な市民で あった。 このグ
ループは,国 王の教会合同に関す る法令 に抵抗 し
たので,反 逆者呼ばわ りされた。 しか し国王 は,
領邦教会 は続 け られるべ きで,彼 の編んだ礼拝書
も使われるべきであると決 あていたので,厳 格な
ルター派 の人 々が抵抗 して彼の大事な計画の続行
を脅かす ことに,当 然立腹 した。国王 はそれ故,
反 ルター派の宗教大臣 フォン ・アルテ ンシュタイ
ンの勧言 で,た えず新 たな申 し立てをル ター派 に
対 して行 った。 この抗争 はやがて内閣全体を巻 き
込む ことにな り,司 法大臣 フォン ・ミューラー,
内務大臣 フォン ・ロッホウは,国 王の政策に対 し
て強い不賛同の意を非常に明 白に表明 した。 しか
しル ター派 の敵対者 であ ることを はばか らな い
フォン ・アルテ ンシュタイ ンが この件では決定権
を握 っていた。
このよ うに1830年 か ら1840年 まで は,醜 い
宗教抗争が絶 え間な く続いた。闘いの激情にか ら
れて,ル ター派の人たちは領邦教会および,改 革
派である国王を直接守 らなければな らない改革派
教会にたい して とくに,極 端に中傷的な声明を出
した。他方,当 局側 はルター派 に平和の撹乱者で
不服従市民であるとの烙印を押 し,警 察が,と き
には軍隊 さえ も,出 動 した。国王 もル ター派 のだ
した中傷的言葉に責任があ った。 というのは,国
王 は国家の教会を強 く支持す る余 り,秘 密礼拝集
会をいかなる形で も認 あず,ひ どく嫌 った。 そし
てル ター派 はこの範疇 に入れ られたか らである。
1834年2月28日 に国王 は声明 を出 したが,
と くにその結論13)の為 に,あ らゆ る和解のチ ャン
スを損 ね,た んにルター派の反対 を強めることに
な った。 そ して領邦教会 への抵抗 が よ り活発 に
なったとき,当 局 は力の行使 に踏 み切 った。当局
のル ター派に対するきびしい弾圧,そ して権利の
侵害 は,領 邦教会 の信奉者の間にさえ不満の声を
呼び起 こした。秘密裏 に礼拝や司牧活動が行われ
た場合には,個 人および信徒共同体全体 に対 して
厳 しい罰金が科せ られた。支払 うことがで きない
場合,財 産がすべて没収 され,そ のため彼 らの多
くの者が極貧 に陥 った。多 くの人々が逮捕 され,
牢屋 に入れ られた。ル ター派の人たちは警察 に厳
重に監視 され,秘 密の礼拝が しば しば解散 させ ら
れ た。 ついに はf彼 らの牧 師 の全員 が,逃 亡 に
よって逮捕を免れた者 を除 いて,じ ょじょに牢屋
に入れ られ るか,あ るいは任地か ら移動 させ られ
た。 ヘーニゲル ンで は,信 徒が教会の引き渡 しを
拒否 した とき,歩 兵一個大隊 と騎兵100人 が進駐
し,集 まっていた信徒達を解散 させ,教 会を力ず
くで接収 した。兵十たちは,と くに信仰 の篤 いル
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夕一派の家を宿舎 として,占 拠中滞在 した。
この よ うな抑圧 的状況下 で,ル ター派 の人 々
は,も はやこの地 で信仰共同体 を守 り抜 くのは困
難 と考え,結 局,諸 宗派間の過去のさまざまな平
和協定 とプロイセ ン民法 に基づいて,移 住(移 民)
の権利 を懇願 した14)。 しか し,政 府 に対 す る請
願,国 王への申請 はいかなる事態の改善 を ももた
らさなか った。 ル ター派 のあ るグルー プがベル
リー ンで じきじき請願を したとき,彼 らは市 を退
去す るよ うに命ぜ られ,立 ち去 らな いとわか る
と,軍 隊 によって排除,移 動 させ られた。当局 は
最初ル ター派 による移住(移 民)の 申請を こけお
どしの脅迫 と見な し,単 に彼 らが自分 の思 いどお
りになり,譲 歩を得 るためにしているとみていた
が,や がてその見解を変えた。そ して ほどな く移
住(移 民)の 問題 に徹底的に取 り組むようにな っ
た。
2.移 民 へ の道
この よ うに して,プ ロイセ ンのル ター派 の人 々
の前 に移住(移 民)の 道 が開 かれ た よ うにお もわ
れた が,「 ル ター派 の人 々の移民 は,厳 しい闘 争 な
しに は,容 易 にか っ滑 らか に は起 こ らな か った。
この闘 争 は2年 間続 いた。」15)そして この移 住(移
民)す る計 画 は たいへ ん に難 しい もので あ る こと
が,す べ て の人 々に明 らか に な って きた。 ル ター
派 の多 くの牧 師 や信 徒 た ち は強 く移住(移 民)す
る ことに賛 成 したが,ル ター派 の この運動 の指導
者 た ちは移住(移 民)に 反 対 した。両 者 の対 立 は,
シ ャイベル博士 とグ ラーバ オ牧 師 のあ いだで闘 わ
され た論争 に明 白 に示 されて いた16)。 指 導者 た ち
は,も め事 が 収 ま るで あ ろ う こ とを望 ん で,ル
ター派 の仲 間 た ち に待 っ よ う に説 得 した。 人 々
は,「 あ なたが受 け る苦 しみ を恐 れ るな。悪魔 は試
み るため に,あ な たが たの うちの あ る者 を獄 に投
げ入 れ る。 あな たが た は,十 日間苦 難 に遭 うで あ
ろ う。」(黙 示録2章10節)の 言 葉 を思 い起 こ し
た とい う17)。
プ レス ラウで1835年 に開 か れ た第 一 回 ル ター
派教 会総 会 で移住(移 民)の 問題 が詳細 に論 じら
れ,賛 成 理 由 が7,反 対 理 由が9あ げ られた18)。総
会 は,少 な くと もその時点 で は,移 住(移 民)に
関 して方策を決定 しないことに決めた。
1836年 に,ル ター派指導者 たちのあ らゆる不
安 と警告に もかかわ らず,驚 くべ き数の移住(移
民)の 申請が,ポ ーゼ ン,シ ュレー ジェン,ポ ン
メル ン,ブ ランデ ンブルクの各当局に出されたと
き,政 府 は移住(移 民)運 動 を促進 させず,実 際
は妨害 した。 これは,当 局者が しば しば強調す る
ように,遠 い未知の大陸での移住者たちの不確か
な運命を思いはばか ってのことなのかどうか は,
明 らかではないが,む しろ 「分離主義者」 の頑 な
さにてこず り,し か も移民 を通 して,実 際に世界
中の人 々に,プ ロイセ ンは信仰 と良心を抑圧 して
いるという見方が広が らないよ うに望んでいたた
めであろう,と 思 われ る19)。
移民 の許可 はほぼ2年 間遅滞 した。この遅滞の
責任者 はまた して も宗教大 臣 フォ ン ・アル テン
シュタイ ンであ った。 宗教的理由で移住(移 民)
するときのすべての許可 はアルテ ンシュタイ ンが
出 していて,彼 はその許可を拒んだ。彼 は国王に,
移住(移 民)運 動全体がルター派の指導者たちに
よって慎重に企て られた ものであると告げた。そ
の結果,扇 動者を見つ け出す法的調査が開始 され
た。 しか し法的手続 きを とって も,扇 動者がいる
とい う主張 は証 明で きなか った。それに も拘 ら
ず,許 可は依然 として与 え られなか った。代わ り
に,移 民運動がとくに顕著であ った,上 述 の4っ
の地方 に4人 の高官 が派遣 され,移 住 に熱心 で
あった人たちに,こ の件でいかな る不正義 も彼 ら
には為 されないことを示 した。高官たちは,領 邦
教会 と新 しい礼拝書について説明することによっ
てル ター派の人 々を説得 して,支 持を取 り付 け,
味方に しなければな らなか った。そ してとりあえ
ず彼 らに移住することを断念 させた。 しか しこの
1836年 に実行 された大 キ ャンペー ンは実際には
効果 はほとんど無かった。 そこで1837年 に国王
はもう一度領邦教会評議員で宮廷付牧師のシュ ト
ラウス博士 をチ ュ リヒャウとメセ リッッへ特別
キ ャンペー ンのために派遣 した。 しか しこれ もま
た効果 がなかった。
当時,移 住(移 民)は 充分な資力があるという
証明 しだいで決定 され るとなっていたので,要 求
されている資金を得 るために人々がその財産 を売
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る必要 があ る場合,新 たな遅滞が生 じた。 そ して
後に,移 住(移 民)が 始 まった とき,政 府 は,人 々
と同 じ宗教的見解 を持 っている牧師が彼 らに同伴
し,外 国 で彼 らと運命 を分か ち合 え る場合 にの
み,人 々の移住(移 民)を 承認す るとして,移 住
(移民)を さらに困難な ものに しようと した。当局
は,ル ター派の牧師は実際に移住(移 民)を 唆 し
てはいなが らも,彼 ら自身 は移住(移 民)を だい
たいは断念す るであろうと,見 ていた。 また当局
は,こ のように要求す ることによって,反 対派全
体 の うちの最 も危 険 な指導 者 た ちを取 り除 き,
残 った指導者層を味方 にっいける絶好の機会 にな
ると望んでいた。
このようなさまざまな事柄 はた しかに移住(移
民)運 動を妨害 はしたが,止 め させ ることは出来
なか った。 しか し承認 を得 ることの遅 れ は移住
(移民)を 決 めた人々に とって は耐 えがた き苦難
となった。彼 らの多 くは,法 律 は一定の条件の も
とで移住(移 民)を 許可す ると理解 して,す でに
財産 を売 っていた。そ して,彼 らが旅行 と新 しい
故郷 となる移住地 で必要 とす る資金が,政 府 によ
る許 可遅延のために,絶 えず減少 して行 くのを見
ていた。時間がいたず らに浪費され,ま た しても
アルテ ンシュタイ ンが,内 務大臣および法務大臣
の移住(移 民)許 可の懇願に反対 した。
政府の抑圧的な態度 はすでにプロイセ ンの国外
で反応を引 き起 こしていた。 プロイセ ンか らのル
ター派の人々の移住(移 民)を 支持す る運動 は,
1837年 に ロン ドンで発議 されたが20),カ ーヴェ
ル牧師21)が,自 分の名を名乗 って参加す ることを
望 まなか ったので,失 敗 に終わ った。 ロン ドンの
聖職者 や慈善家 の グループが,プ ロイセ ン ・ル
ター派 の人たちの移住(移 民)を 妨害す ることに
反対す る抗議集会を開 こうと計画 し,そ こで カー
ヴェル牧師を出席するようにと招いた。彼は参加
を断 ったが,と い うのは,ル ター派の信条は確か
に,宗 教 の自由が危険 にさらされている国を去 る
のを許 してはいるが,同 時に,彼 らの信条 は自分
たちの政府 にたいして干渉す る外国勢力に彼 らが
訴 えることを禁 じていたか らである。 カーヴェル
牧師の否定的な反応の結果,プ ロイセ ンへ外国の
圧力を加えようと計画 されたこの集会は開催 され
なかった。 しか し,こ のような情勢は諸外国の注
目を呼び起 こした。 こうした中で最初 の移住者 た
ちがすでに移住先を求めて旅 を始 あていたが,彼
らは許可を得ずに,国 を去 ったのであ る。
1837年 春 には国王 は依然 として認可 を拒否す
るアルテンシ3タ イ ンの提案に同意 していたが,
つ いに秋 には(9月2日),移 住(移 民)に たいす
る承認が原則 として与 えられた。国家 は彼 らの移
住(移 民)に よって失 うものはもともと何 もない
ので ある。 こう して移住(移 民)を 決 意 した ル
ター派 の人 たちは最終的に一般的な許可を与え ら
れたのである。3月 か ら5月 にか けて,最 初のル
ター派の移住者22)たちが,す でに述べたように,
許可を与 えられないままにポンメル ンを去 り,移
住地 を目指 していたが23),紆 余曲折の後に,移 住
(移民)運 動 の中で 目的地 と して残 った2っ の国,
アメ リカとオース トラリアの中か ら南オース トラ
リアへ向けての旅が彼 らの最終 目的地 とな った。
そ して,最 初にルター派の人 々の移住(移 民)を
促進 し,最 初の移民 グループを導 いたのがルター
派のカーヴェル牧師であ った。 カーヴェル牧師引
率の ル ター派 グループは移民 を組織 し始 めた と
き,前 途 にはなに も困難 は無いだ ろうと予想 して
いたが,プ ロイセ ン政府 は旅券 の発行を拒否 し,
たちまち困難な状態 に陥 った。 この窮状 を救 った
のが,ア ンガス24)であ った。彼 は組合教会員,つ
まり非国教徒であり,そ れゆえ,同 様 にプロイセ
ンで国家の教会 と不一致であ る人々に強 い連帯感
を抱 いていた25}。彼は迫害 されたル ター派の人々
に温かい思いや りを示 したのである。彼 は最初の
ル ター派移民 を乗 せ るたあ に,ハ ンブル クに船
(サ ラ号)を 廻 したのであったが,交 渉が もたっ
き,サ ラ号 は結局役 に立たず,他 の使用 目的のた
めにイギ リスへ回航 された。彼は一行の身元引き
受 け人 とな り,そ のことによ ってプロイセ ン政府
との困難な問題がようや く解決 されたのである,,
1838年4月19日 で あ った。そ して彼 ら一 行
189名 はハ ンブルクか らプ リンス ・ジ ョージ号に
乗 船 し,1838年7月8日,日 曜 日の 早 朝 に南
オース トラリアへ向か った。途中,カ ーヴェル牧
師を乗船させ るために,イ ギ リスのプ リマウスに


























め船 を訪 れた。 船 は悪 天候 のた め出帆 が遅 れ,7
月31日 にプ リマ ウスを出港 した。 航 海 中,人 々
は最 初 ひどい船酔 を経 験 したが,や が て克服 で き
た。 しか し熱 帯 のお そ るべ き暑 さは耐 え難 い もの
で あ った。 船 上 で一 行 の うち14人 が死 亡 した。
そ れで も,船 上 で彼 らの精神 は高揚 して い た。 礼
拝 が は じめ て何 の妨 害 もな く行 われ,迫 害 の時 に
経 験 した妨 害 の後 で は,と くに神 へ の感謝 を感 じ
て いた。彼 らは喜 び の うちに讃美 歌 と祈 りを神 に
捧 げた。「わ た した ち は"わ れ らす べ て唯一 の神 を
信 ず"と"い と高 き神 に栄光 あれ!"を うた った」
とカ ー ヴ ェル牧 師 の 弟,フ ェ ル デ ナ ン ト ・カ ー
ヴ ェル は1839年1月27日 付 け の ア デ レイ ドか
らの手紙 の中で書 いて い る26)。そ して11月18日
(日 曜 日)に カー ヴ ェル牧 師 とそ の一 行 は,な が い
苦難 の時 を乗 り越 え て,新 しい信 仰共 同体 を築 く
べ く,南 オ ース トリアの ホ ウル ドフ ァス ト湾27)に
着 いた。 カ ー ヴェル牧 師 は以後 オ ー ス トラ リア移
民 運 動 お よ びオ ー ス トラ リア に於 け る ドイ ッ ・
ル ター教 会 の発展 全体 の中 で重 要 な役割 を果 たす
ので あ る28)。
3.ド イツ移民 と移住地
4ヵ 月余 りにお よぶ長 い旅 の後 に,ル ター派 の
一 行 が乗 った プ リンス ・ジ ョー ジ号 は最終 的 に ア
デ レイ ド港 の上 流 に あ る ミザ リー港 に停泊 した。
埠 頭 な ど はな く,ま だ整 備 もされて な く,マ ング
ロー ブの生 え た沼 地 の ままで,ぞ っとす るよ うな
状態 で あ った ので,こ の 「惨 めな」 と言 う名 前 で
呼 ばれ て いた。 ひ とび とは水 夫 の背 におぶ さ って
陸 に上 が った。植民 地 は依然 と して大部 分 は未 開
発 の ままで あ った。 そ こで は彼 らの移住 地 や仕事
につ い て何 の準 備 もな され てい なか った。 言葉 も
知 らず,事 情 も習慣 も知 らなか ったの で,最 初 彼
らは無 力感 に襲 わ れた。気 候 は暑 く,乾 燥 して い
た。 そ のため丘 陵 の上 で火 事 が起 きて,彼 らの注
目を 引 い た。彼 らは,2・3週 間 ア デ レイ ド港 で
キ ャ ンプを張 った。 その後,一 行 の旅 に同行 し,
その世話 を してい た フラ ックスマ ン29)が,ト レ ン
ス川 沿 い の,ア デ レイ ドの北 東約6キ ロはなれ た
所 に あ るア ンガス によ つて提 供 され た土地 に連 れ
て行 き,そ こに落 ちつ い た。 彼 らは この新 しい村
に,か っ てか れ らが プ ロイセ ンで住 んで いた町 と
同様 に,ク レムッイ ヒの名 前 を付 け た。 そ こで彼
らは2・3ケ 月 の うちに家 を建 て,堅 い土壌 で,水
が不足 して いたが,菜 園 を造 り始 め た。 ク レム ツ
イ ヒの野 菜 市場 は,植 民地 が必 死 に な って新鮮 な
食 料生産 を必 要 と して いた こ ともあ って,や がて
評判 と財 政 的成功 を得 た。
そ の後 さ らに,他 の2隻 の船(ゼ ブラ号 とカ タ
リナ号)が 到 着 した。彼 らは全員 が ク レム ッイ ヒ
お よ びその周辺 か らの人 たちで あ り,プ ロイセ ン
で カ ー ヴェル牧 師 と連携 して いたル ター派 の同志
た ちで あ った。 ゼ ブ ラ号 は12月30日 に ア デ レ
イ ド港 に錨 を降 ろ した。航 海 中 に はあ らゆ る健康
の問題 と トラ ブルが あ った に も拘 らず,乗 客 た ち
の示 した宗教 的真 摯 さと誠 意 は船長 のハ ー ンに深
い印象 を残 し,将 来 に於 け る彼 らの幸 せ に彼 の個
人 的関心 を持 っ きっか け とな った。 カ ー ヴェル牧
師 は,彼 の仲 間 は全員一 つ の地 区 に住 むべ きであ
る と常 に願 って いた ので,新 た に到着 した人 々が
ク レムツ イ ヒに来 て仲 間 に加 わ るよ う望 ん だが,
彼 らは,自 分 た ち全員 に充分 に適 しい土 地 が そ こ
にはあ るのか ど うか,疑 わ し く思 い,船 長ハ ー ン
の忠告 に したが い,そ こに行 くのを止 めた。
南 オ ース トラ リア は もと もと英 国 の植民 地 と し
てつ く られ た と言 う よ り は,エ ドワ ー ド ・ギ ボ
ン ・ウ ェ イ ク フ ィー ル ド30)に よ って推 進 され た
考 え に従 って植民地 化 された と ころで あ り,王 室
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の領地 は除いて,イ ギ リスから来た労働者が十分
に購入で きる価格で土地 は売 られるべきで あると
していた。政府 に依存せず,英 国の税の分配か ら
独立 して,自 助 の精神で植民地経営をす るのが最
善 の方法であるとい う考 えであった。 そ してこの
考え方 は実際 に生か されていた。 アデ レイ ドの裕
福な創設者たちは,労 働者 たちが土地を手に入れ
ることで,勤 勉で真面 目な人間になるとの思 いか
ら,土 地 を提供 した。 当地 の労働賃金 は高 く,土
地 は安か ったので,そ こで労働者たちは,一 生懸
命 にきつい仕事 に耐 え,生 活を切 り詰 め,土 地 を
購入 し,ま ず農業をす ることか ら始めていた。
ドイ ッ ・ルター派 の人々は彼 らの信仰のために
プロイセ ン政府の下で弾圧を受 けていたので,彼
らは政府か らは何 も望 まず,ま た実際に,政 府 と
は何の関わ りを持 とうとはしなか った。唯一 の願
いは,彼 らのやり方で神を礼拝で きるようにそっ
とさせて置 いて欲 しいということであ り,そ して
彼 ら自身の努力 によって,自 らの土地 を手 に入れ
る機会 を与 えて貰 うことであ った。彼 らは,ま さ
にその点では,自 助精神を異現 しうるす ぐれた見
本で あ り,南 オー ス トラ リアが求 ある人材 にか
なって いて,こ の土地 の今後の発展を担え る人た
ちであった。
ハー ン船長は彼の船 の乗客たちにクレムッイ ヒ
で土地 を入手 しないように忠告 したが,そ れは,
土壌 が十分 に肥沃で はないと感 じたか らで あ っ
た。彼は,ア デ レイ ド丘陵 に彼 らが定住の土地 を
獲得すべ く,交 渉を助 け,60ヘ クタールの豊かな
土地 を手 に入れ させた。ル ター派の人たちは,港
か らかれ らの新 たな定住地までの50キ ロを徒歩
で,手 押 し車 に荷物を乗せて,約3ヵ 月か けて到
着 した。貧 しくて,荷 馬車を雇 えなかったのであ
る。旅行中,彼 らの面倒を良 くみて くれて,引 き
続 き南オース トラリアでの彼 らの福利 に関わった
船長への感謝の気持 ちか ら,彼 らはこの村 にハー
ン ドルフ(ハ ーンの村)と いう名 を付 けた。
ル ター派 の人 々は新 しい定 住地(ハ ー ン ドル
フ)へ の長い道の りの途上 でアボ リジニの人たち
に食料 を多 く与 えたので,到 着すると底を尽 き,
草,ト カゲ,フ クロネズ ミ,木 の根などを食べる






















ハ ー ン ドル フの ハ ー ン船 長 の 記 念 碑
気 の たあ最初 の冬 の間 に死 ん だ。 しか し,ク レム
ッ イ ヒの人 た ち と同 様 に,や が て彼 らはア デ レイ
ドの市 場 へ野菜 を売 りに行 った り,当 地 の イギ リ
ス人 の大地 主 の所 で働 い た。 と くに ドイ ッ女性 は
優 秀 な 羊 毛 刈 り込 み 人 と して の 評 判 を え た とい
う31)。
カ タ リナ号 は1839年1月 末 に到 着 した。 この
一行 に はポー ゼ ンか らの ひ とび と,ブ ラ ンデ ンブ
ル クか らのひ とび と,そ れ に若干 の シュ レー ジェ
ンか らの ひ と び とが い た。 彼 らに は ゼ ブ ラ号 の
ハ ー ン船 長 のよ うな支援 者 はいなか ったので,自
分 たちで すべ てを手配 しな けれ ば な らなか った。
彼 らの大部 分 は最 初 に グ レ ン ・オ ズ モ ン ドに入植
し,2・3年 そ こに定住 した が,こ の地 域 は発 展 の
望 みが あ ま りな か った ので,後 にかれ らの多 くは
教会 を求 めて ク レム ッイ ヒに移動 した。 ク レム ツ
イ ヒに はカ ー ヴェル牧 師が居 を構 え て いた。 しか
し彼 は礼拝 の た め各 信仰 共 同体 を巡 って い た。
オ ース トラ リアに おけ る最 初 の ル ター派 教会 信
徒集 会 が グ レン ・オ ズモ ン ドで1839年5月23,
24日 に開 か れ た。カ ー ヴェル牧 師,長 老 た ち,そ
して ク レム ツイ ヒ,ハ ー ン ドル フ,グ レン ・オ ズ
モ ン ドか らの投 票権 を持 った代 表者 たち は,こ の
2日 間す べて を脇 に置 いて,彼 らの 出来 たて の集
団 の た め に教 会 生活 を具 体 化 す る こ とに尽 力 し
た。信 徒 を組織 し,教 会 を設 立 す る こ とが優 先課
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題 であ った。3っ の重 大 な決定 が な され た。 第一
に集 会 は 「南 オー ス トラ リアに於 け る ク レム ッイ
ヒ,ハ ー ン ドル フ,グ レン ・オ ズモ ン ドの福 音主
義信 仰共 同体 の規定 」を採 択 した。 これ は,`使 徒
的'規 定 と呼 ば れた が,カ ー ヴェル牧 師 は,教 会
の手続 きと実 践 に関す る彼 の仕組 み は新約 聖書 の
使 徒 の もの と全 く一 致 して い る と完 全 に確 信 し
て,最 初 か らむ しろ大 げさに こう呼 ぶ ことに何 の
躊 躇 も しなか った。 これ はわ くわ くす るよ うな要
求 で あ ったが,後 に他 の要素 と も絡 んで,オ ー ス
トラ リア ・ル ター派教 会 の中 に痛 み を もた らす こ
とにな った32)。第二 に,ク レム ツイ ヒは教 会 の中
心 と して不 適 当 と見 な され て いたの で,ア デ レイ
ドの北 ほぼ70キ ロに あ るバ ロ ッサ ・ヴ ァレイの
ゴ ウ ラー川 沿 い の土 地840ヘ ク ター ルを ア ンガ
スか ら購入 す るこ とに した。 これ はかな り大 胆 な
計 画 で あ った。 この土地 は,ラ ングマ イル(ク レ
ム ッイ ヒと同様,プ ロイセ ンの町 の名)と 呼 ばれ
る こ とに な った。 第 三 に集 会 は,ブ リ ッチ ェ牧
師33)と その教 区民 に,他 の抵抗 派 の牧 師 や信 仰共
同体 と同様 に,移 民 す る よ う招 請 の決定 を した。
ブ リッチ ェ牧 師 は,招 請 に応 じて,信 徒200人
とス キ ョル ド号 で1841年10月27日 に ア デ レ
イ ド港 に着 い た。 航海 の途 中 で大人 と子供 合 わせ
て52人 が 命 を 落 とす とい う悲 しむ べ き事 態 が
あ った。 航 海 は そ れ故 彼 らに と って トラウ マ と
な った。 一行 は三 っ の グル ープ に分 か れた。最 初
ブ リッチ ェ牧 師 とハ ー ン ドル フへ行 った グル ープ
は,や がて1842年 早 々 に,ア デ レイ ド丘 陵 の さ
ほど遠 くな い地 域 に移 った。 ここは,ロ ーベ ター
ル(「 称 讃 の谷」の意 味)と 名付 け られ た。そ して
ブ リッチ ェ牧 師 は こ こに彼 の本拠 を 置 いた。
同 じ頃,バ ロ ッサ ・ヴ ァ レイに入植 が始 ま って
い た。最 初 の入植 地 は シュ レー ジエ ンか らの28
家 族 に よ って1842年 初 あ に開 かれ た ベ ター ニエ
ンで あ った。1842年,ベ タ ーニエ ンのす ぐ後 に,
カ ー ヴェル牧師 の信 徒,ド イ ッ ・ル ター派 の移民
が ラ ングマ イル(現 在 の タ ヌ ンダの一部)と 名付
け た新 しい村 を築 い た。1843年 以 降 ク レム ッイ
ヒの人 々 はバ ロ ッサ ・ヴ ァレイ に移 動 し,さ らに
ハ ー ン ドル フか らの人 々,あ るいは船 か ら直行 の
人 々 も加 わ った。 こ う して,長 さ40キ ロメ ー ト
ル,幅8キ ロ メ ー トル の 谷 に,1840年 代 か ら
1850年 代 にか け て幾 つ もの ドイ ッ人 の集 落 が で
きた。1850年 代 の初 め頃 まで は,宗 教 的非 寛容
の復活 を恐 れ て迫害 の時代 を生 きて きた多 くの人
た ちの よ うに,閉 鎖 的 な宗教共 同体,あ るい は信
仰 共 同体 の人 々が 当地 へ 引 き続 きや って きた。 さ
らに,精 神 的道徳 的 強 さを与 えて も らうたあ に,
信 仰共 同体 に移民 と して参 加 したい とい う人 々 も
や って きた。1851年 まで に南 オ ー ス トラ リアへ
来 た約7千 人 の半 数 は宗 教 的 共 同 体 の メ ンバ ー
と してや って きた34)。 今 日バ ロ ッサ ・ヴ ァレイは
世 界的 によ く知 られ た オー ス トラ リアを代 表 す る
ワイ ン生 産地 であ るが,こ こに移住 したル ター派
の農民 に よ って,1840年 に まず 自家 用 の小 量 生
産 か らワイ ン造 りが始 め られ てい る35)。
こ う して,ル ター派 の信仰 共 同体 と しての基盤
が整 った。 カ ー ヴェル牧 師 とその信徒 たちが祖 国
の宗 教弾 圧 か ら逃 れ て,い わ ば宗 教 的亡命 者 と し
て,南 オ ース トラ リアに 自 らの信仰 の 自由を守 れ
る場 所 を求 め,幾 多 の苦 難 を乗 り越 えて,い まよ
1齢欝
・ 禦 戸
バ ロ ッサ ・ヴ ァ レ イ の ブ ドウ畑
ベ ター ニ エ ンの ル ター 派 初 期 移 民 の 墓 地
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うや くその夢 を実現で きる安住 の地 を確保で きた
のである。まさに彼 らの夢 の実現が間近 に迫 った
のである。そ して この夢の実現のために生涯 を捧
げたカーヴェル牧師はこのヴァロッサ ・ヴァレイ
の ラ ングマイルで1860年2月12日 に亡 くな っ
た。 しか し彼の意思 は信仰共同体の中に引 き継 が
れて行 くので ある。 そ して今 日バ ロッサ ・ヴァレ
イで 目にする繁栄 は,こ の地で土にな ったルター
派 の人々の夢が子孫 の世代で実現 されていること
を示 していると言えよう。
お わ り に
以上のように,ド イッ ・ル ター派 の人たちは彼
らの 自由な信仰 の場 を確保 し,生 活 の基盤 を整
え,祖 国でえが いた夢 の実現 に近づいたのである
が,す べてが必ず しもバ ラ色の夢物語ばか りで は
なか った。夢が破れ た,辛 い話 も多々あるのであ
る。
例 えば36),1847年 に開 か れ た ホ フ ヌ ング ス
タール(「希望の谷」の意味)は 主にポーゼ ンか ら
の約20家 族 と若干の独身男性 が20年 間土地 の
貸与を受 け,そ れぞれ8～20ヘ クタールを耕作 し
ていた。谷は肥沃で,湧 き水は無尽蔵 であ った。
ドイッ ・ル ター派の人々は彼 らの粗末な小屋を道




たわ っていた。毎年彼 らは,彼 らを新 しい土地 に
連れてきて くれた神 に感謝 しなが ら,ド イッか ら
移民 して きた記念 日を祝 っていた。村 には職人 も
多 く,人 々は小麦,大 麦,ラ イ麦,オ ー ト麦,え
んどう豆,豆,レ ンズ豆,馬 鈴薯を作 っていた。
村 は豊かであ った。 アボ リジニの人たちが しば し
ば丘 の中腹 にすわ って,こ れ ら新 しく来 た人 たち
が谷で 自分たちの以前 の狩 り場 を斧や火を燃や し
て破壊するのを一 日中見ていた。アボ リジニたち
はル ター派の人たちに,大 雨の後で,時 には洪水
がお きて,彼 らが造 った耕地を襲 うと話 した。 し
か し,新 しく来た人たちは,ま だオース トラリア
の気 ま ぐれな気候 に馴染んでいなかったので,余
り注意を払わなか った。野菜や穀物類 に加 えて,
潅木 の茂 みの中に沢山いるカモやバ タンを捕 まえ
て食 し,カ ンガルーは普通 はベーコンとガー リッ
クで調理 し焼 き肉に した。 このような平和の生活
が数年続 いた。広大な潅木 の大地が切 り開かれ,
移住者たちはこの地に定住 したと感 じ始 め,快 適
であった。 しか し,ま さにそのよ うなとき,1853
年10月 に災害が この村 を襲 った。一昼夜の雨 の
後 に大洪水がや ってきて,家 屋や畑を流 し去 って
しまった。踏 み とどまろ うと思 った もの もいた
が,再 建 は不 可能であった。住民 たちは如何 とも
しがた く,或 ものはバ ロッサ ・ヴァレイのノイ ・
メク レンブル クへ行 き,ま た或 ものはアメリカへ
と去 った。教会 はその後数年間残 っていたが,荒
廃 し,や がて石 は持 ち運ばれ,他 の建物 のために
使われた。現在 は礎石だ けが残 っている。墓地 の
古い木の十字架 も朽 ち,大 通 りさえ少なか らず石
の堆積の山である。 まさに,夢 破れて山河あ りで
ある。そ していま,わ れわれを して想い起 こさせ
るのは,新 天地 と神 とに信頼をよせて,ひ たむ き
に生 きた人々の ことであ る。
以上 のように,ド イッ ・ル ター派の人々はすべ
てが順調に行 ったので はな く,幾 多の銀難辛苦 を
味わ いなが ら,個 々の成功 と失敗 を飲 み込 みなが
ら,全 体 として新天地での夢 を実現できたのであ
る。南オース トラリアへ移住 してきた人たちは,
カーヴェル牧師 と同 じ宗派であり,彼 と彼 の信徒
たちには亡命の道 しか残 されていなかった。それ
故彼 らに とってこの新 しい土地での失敗は許 され
なか った。つ まり,退 路は断たれていたのである。
彼 らは信仰に篤 く,正 直者 で,ほ とんど全員が厳
しい労働に耐 えた。彼 らは最初 にこの新天地 に来
たものとして,土 台を築いた。 そ してこの基盤の
上に,そ の後数年間 ドイッか ら移民 の波が押 し寄
せたのである。新 しい移民 たちは,物 質的 によ り
よい生活 を望んでいただけで はな く,精 神的に も
肉体的に も健康な生活,自 分たちと同様 に子供た
ちにとって もより大 きな可能性を もたらす生活を
望んでいた。
このよ うに,い わば背水の陣の最初のルター派
の移民以来,南 オース トラ リアでの ドイッ人移民
の人口も増えるが,こ れは同時 に,ド イッ人が こ
こで しっか りと した根 を張 り,そ の地盤を磐石の
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ものにす ることに もっなが るのである。ル ター派
の人々は大部分農民 として努力 し,そ のために彼
らは尊敬 を勝 ち得 たのであ り,そ の影響力を及ぼ
す ことが出来 るのであ る。 それ故土地 は,ド イッ
人の富みにとって最 も重要 なものである。
ところでオース トラリアは,近 年わが国 と徐々
に交流の密度が濃 くなって きて はいるが,例 えば
アメ リカ合衆国 などと比べ ると,ま だまだその存
在感 はわが国ではうす い。われわれの この国につ
いての認識 もせいぜい資源大国か,シ ルバー世代
の移住先,あ るいは観光旅行の対象 止ま りであろ
う。建国210年 を経たばか りの歴史 の若 い国のせ
いもあるが,ア ングロサクソン系住民が この国の
成立 に深 く関わり,大 多数を占めることか ら,い
わゆ る白豪主義 を取 ってきて,ア ジアに対 して門
戸 を閉ざ して きたせいか もしれない。 しか しオー
ス トラ リアはこの白豪主義を脱 して,方 向転換 を
果た した。 アジアの一員 として生 きようと大 きく
舵を切 った。東チモールへの対応の速 さもその意
思の表れであろう。そのせいか近年 とみにその存
在感 をア ジアに於 いて示すようにな って きた。 さ
らに,オ ース トラ リアにはいまや世界中か ら人々
が移 り住 んでいる。その結果,否 応 な しに多文化
主義社会に移行 し,そ のなかで新 しいオース トラ
リア人が形成 されて行 くのであろ う。 しか し,反
面,こ のような文化的混融の中で,出 自の民族文
化 を維持 しようとする動 きも当然 なが ら強まって
くる。 ドイツ系の人たち も例外ではない。
ドイッの伝統文化 を継 ぐものとして,ド イッ系
の人 々の多い南オース トラリアでは,毎 年故郷 ド
イッを偲ぶ色 々な祭が行われていて,観 光の目玉
ともなっている。 また,多 くの観光客を引 きつけ
ている観光地,例 えばハ ーン ドルフは,ド イッを
売 りものに してはいるが,実 の ところバイエル ン
風の色彩 の極めて強 い観光地である。 いまや ドイ
ッと言 えばバイエル ンと想 うところに,ド イッ移
民 の子孫の間でさえ,す でに ドイッは風化 してい
て,意 識の変化が見 られる。 もともとこの地に移
住 して きた人た ちは主 と してプロイセ ンか らで
あった。 しか しプロイセンを偲ばせる姿 はな く,
もはや観光の対象 と しての ドイッ(す なわちバイ
エル ン)し かな く,そ の意味で祖国 ドイッは遠 く
な った ので あ る。
ドイ ッ系 の人 々 は非 イ ギ リス系 と して は最 大 の
民族 集団 で あ るが,ほ とん どの オー ス トラ リア人
は,オ ー ス トラ リアに於 け る ドイッの ことにっ い
て は ル ー ドヴ ィ ヒ ・ライ ヒハ ル ト37)以 上 の知 識
を持 って いな い と言 われ て い る。 それ ほ ど ドイツ
の影 は薄 いが,こ れに は この前 の世 界大 戦 が大 い
に影 響 して い る。 ドイ ッ系 住 民 の多 い地 域 で さ
え,彼 らはか な り肩 身 の狭 い思 いを強 い られ,ま
た差別 を受 けた と言 う38)。
ドイ ツ系 の人 々の比率 が 高 い南 オー ス トラ リア
のア デ レイ ド周辺 で は,ド イ ッ人 は社 会 のす べて
の階 層 に み い だ され る し,ド イ ッ人 の コ ミュ ニ
テ ィも存 在 す る。 それで も ドイ ッ移民 の子 孫 で あ
る こ とを ほ とん ど自覚 して いな い世 代 がす で に登
場 して いて,そ の数 はい まや決 して少 な くはな い
ので あ る。 その ため若 い人 た ちに対 して,ド イ ツ
語 教育 を始 め と して,ド イ ッ人 と しての 自覚 を忘
れ な いよ うな方 策 が色 々 と と られて い る。 ドイ ツ
系 の人 々 は ドイツを背 負 いなが ら も多 文化 主義 の
下 でそ れ な りにオー ス トラ リア人 にな り切 って い
る と言 え る。 彼 らは移民 の ご く初 期 か ら,経 済 的
理 由か ら英語 のみを話 す環 境 の中で しか生 き残 り
た くはなか った と言 うこ と もあ り,バ イ ・リンガ
ルでバ イ ・カルチ ャーで あ った。
わ れわ れ は,こ れ か らこの国 と同 じア ジアの メ
ンバ ー と して付 き合 い を深 め て行 くと思 わ れ る
が,こ の 国 の良 質 な部分 を支 え てい る ものに,ド
イッ人 移民,と りわ け移民 初 期 のル ター派 の人 々
の子孫 が属 して い るの を想 起 す る と同時 に,記 憶
して いて よいで あ ろ う。
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か ら現 代 ま で一,1992年,34-37頁 .
9)林 健 太 郎 編 「ドイ ッ 史 」,239頁 .
10)同 書,245頁.
11)1613年 に ブ ラ ンデ ン ブ ル ク選 帝 侯 ヨ ーハ ン ・ジ
ギ ス ム ン トが 改 革(カ ル ヴ ィ ン)派 に 改 宗 し た
が,臣 民 は ほ と ん ど ル タ ー派 に 留 ま った .以 来,
王 と民 は異 な った教 会 に 属 した の で,両 派 の合 同
が そ れ 以 後 の 王 た ちの 願 い で あ っ た.両 派 の間 に
あ っ た 憎 しみ も次 第 に解 消 し,王 の 後 ろ だ て と,
オ ラ ン ダ や フ ラ ン ス か らの 避 難 民 の 移 住 な ど で ,
改 革 派 が よ り強 力 に な っ た.と 同 時 に,敬 慶 主 義
と合 理 主 義 が 厳 格 な ル タ ー派 の 教 義 の 影 響 力 を
弱 あ た の で,国 王 は 祖 先 伝 来 の 懸 案 を解 決 し よ う
と した.し か し,両 派 の 完 全 な 統 一 体 は 得 られ
ず,新 しい大 き な プ ロ イ セ ン福 音派 領 邦 教 会,小
さ な独 立 の ル タ ー派 教 会,改 革 派 教 会 が 形 成 さ れ
た.
12)デ ィ ー タ ー ・ラ フ 「ドイ ツ近 現 代 史 」(松 本 彰 ,
芝 野 由和,清 水 正 義 訳),1990年,60-61頁 .
13)「 あ の ご く小 数 の 者 た ち は,ほ とん ど キ リス ト教
的 で は な い の で,領 邦 教 会 の敵(す な わ ち ル タ ー
派)が 領 邦 教 会 の 支 持 者 と対 立 して 分 離 の 宗 教 的
組 織 を 結 成 す る の を 叶 え て あ げ よ う」 とい っ た要
旨で あ る.
14)ヨ ー ハ ン ・ジ ギ ス ム ン ト選 定 侯 は1614年 の 勅
令 の 中 で,「 も しこ の勅 令 に よ って信 仰 が侵 害 さ
れ た と思 う者 は,何 の妨 げ もな く他 国 へ 行 け る 自
由 を 有 す る」 旨 述 べ て い る.そ し て,例 え ば
1835年 末 に は ク レ ム ッ イ ヒの 信 徒 集 会 は 移 住
(移 民)の 決 定 を して い た.移 住 地 と して 初 め は
コ ウ カ サ ス,次 い で ロ シ ア ,そ れ か らア メ リカ お
よ び他 の 国 々 が 考 え られ て い た.1826年 以 来 こ
この ル タ ー一派 教 会 の牧 師 で あ っ た カ ー ヴ ェ ル(注




17)a.a.0.,S.10.か ら引 用 .
18)賛 成 の 理 由 は,1.聖 書 は 逃 亡 を 禁 じ て い な い2 .
移 住 は,罰 金 と財 産 の 没 収 に よ って ル タ ー 派 の
人 々 が よ り貧 し くな り,ま す ます 困 難 と な るで あ
ろ う3.迫 害 は恐 ら く続 行 し,ま す ます 悪 化 す る
で あ ろ う4.迫 害 が 続 い て,信 心 深 い 者 の数 が 減
少 す る で あ ろ う5.霊 魂 は移 住 に よ っ て 守 られ る
で あ ろ う6.移 住(民)の 運 動 は す で に 実 際 に 始
ま って い て,旅 券 の 申請 もな され て い る7.北 ア
メ リカ(人 々 が 移 住 しよ う と計 画 して い た)は 宗
教 的 自由 の あ る国 で あ る.反 対 理 由 は,1.聖 書
の 数 節 は,例 え ば エ ル サ レ ム か ら の 逃 亡 の よ う
に,逃 亡 に つ い て述 べ て は い るが,自 由 に選 択 さ
れ た逃 亡 に っ い て で は な い.2.実 際 聖 書 は逃 亡
に っ い て 明 白 な指 示 を与 え て い な い3 .多 くの 者
に と って,移 住(民)は よ り安 易 な選 択 で あ る よ
うに 思 わ れ る,む しろ ま だ よ り大 き な 苦 難 を 待 望
す べ き で あ る4.霊 魂 は こ の 苦 難 の 時 を 通 って 強
め られ る で あ ろ う5.最 初 の キ リ ス ト教 徒 は ロ ー
マ帝 国 か ら移 住 して 来 た か も知 れ な い が
,し た の
で は な い6。 明 らか に わ れ わ れ は反 キ リス ト者 を
前 に した 時 代 に生 きて い る7.神 は迫 害 を通 して
そ の 信 仰 共 同体 を つ く って い る8 .移 住 す る よ う
に と の ル タ ー派 へ の 忠 告 は領 邦 教 会 の 人 た ち か
ら来 て い る が,敵 の 忠 告 に は 従 う べ き で は な い
9.神 が そ の 王 国 を我 々 の 間 に,我 々 を 通 して ,
我 々 の 周 りに 広 げ て い る と き,わ れ わ れ は神 に 逆




1860).ル タ ー派 の 牧 師 で,移 民(移 住)運 動 を組
織 ・指 導 し,移 住 後,南 オ ー ス トラ リア に於 け る
ドイ ッ移 民 の精 神 的 指 導 者 と な る.
22)実 は,宗 教 的 理 由 とい う こ と に な る と,南 オ ー ス
トラ リ ア に 来 た の は カ ー ヴ ェ ル 牧 師 の グ ル ー プ
が 最 初 で は な い と も言 え る.彼 ら よ り1カ 月 早
い,1838年10月13日 に ドレー ス デ ン(ザ クセ
ン)か ら2人 の ル タ ー 派 の伝 道 師(C .シ ュ ル マ
ン とC。 タ イ ヒェ ル マ ン)が 到 着 した ,し か し,
彼 ら の 目 的 は ア デ レ イ ド周 辺 で の ア ボ リ ジ ニ の
宣 教 で あ った.従 って,宗 教 迫 害 を受 け て 祖 国 を
脱 し,新 天 地 に 宗 教 的 自 由 を 求 め て こ の 地 に き た
と い う点 で は,彼 らが 最 初 の グ ル ー プ で あ る.な
お,カ ー ヴ ェ ル牧 師 の グ ル ー プ が 来 る ま で は,僅
か66名 の ドイ ツ人 が居 た だ けで あ る.
23)カ ー ヴ ェ ル 牧 師 は,許 可 が な か な か で な い の で
,
も し彼 らの 固 有 の 教 会 を もて る な ら,ロ シア 皇 帝
の約 束 もあ り,一 時 は,ロ シ ア へ 行 く こ と も考 慮
した.な お,ア メ リカ へ は 「植 民 地 時 代 」の1683
年 に フ ィ ラ デ ル フ ィ ア に 最 初 の ドイ ッ 人 の 大 グ
ル ー プ が 上 陸 した.以 来 ア メ リカ は ドイ ッ人 の 最
も好 む移 住 地 と な った.そ の 理 由 と して は,ア メ
リカ に は経 済 的 自 由,宗 教 的 自 由 が あ り,政 治 的
抑 圧 が 無 い こ と,徴 兵 制 が な い こ とな ど が 考 え ら
れ る.
24)Geo「9eFifeAngas(1789-1879)は 富 裕 な イ ギ
リス の 商 人 で,オ ー ス トラ リア に 広 大 な 土 地 を 所
有 し,オ ー ス トラ リア に於 け る植 民 地 経 営 の大 会
社(南 オ ー ス トラ リア会 社)の 経 営 者 で あ った,
イ ギ リ ス政 府 と密 接 に携 わ っ て 南 オ ー ス トラ リ
ア を 開 発 して い た.彼 は カ ー ヴ ェ ル牧 師 の グ ル ー
プ を 金 銭 的 に も援 助 した.彼 な く して は,お そ ら
く ル タ ー 派 の 南 オ ー ス トラ リア へ の 移 民 は あ り
え な か った で あ ろ う.そ の 意 味 で 忘 れ て は な らな




















CharlesFlaxmann.ア ン ガ ス の 個 人 秘 書 で,彼






タ ー 派 の 牧 師.神 学 者 と して,ま た プ ロ イ セ ン 政
府 の 「分 離 」 ル タ ー 派 教 会 活 動 に 対 す る 禁 止 令 へ
の 彼 の 大 胆 な 公 然 の 抵 抗 と ル タ ー 派 信 仰 共 同 体
へ の 忠 誠 で よ く 知 ら れ て い る.カ ー ヴ ェ ル 牧 師 の
強 い 招 請 で,信 徒 と 共 に 南 オ ー ス ト ラ リ ア に 移 住











展 に尽 くす が,や が て,教 義 の 問 題 で 不 一 致 とな
り分 か れ る.ル タ ー派 教 会 は二 っ に分 離 し,こ れ
以 後 の ドイ ッ ・ル タ ー派 の 移 民 は ど ち らか の 一
つ の教 会 に 所 属 す る と い う,困 難 な 状 況 に直 面 す




以 下 の 引 用 は,IanHarmstorf/MichaelCigler:
-・/.,S.21-23.に よ る.
LudwigLeichhart(1813-?).プ ロ イ セ ンの 名 目
上 ル タ ー派 の 家 で生 ま れ る.1842年 に シ ドニ ー
に 来 る.ニ ュ ー ・サ ウ ス ・ウ エ ル ズ,ク ィ ー ンズ
ラ ン ド,ノ ー ザ ン 。テ リ トリー の 探 検 家.1848
年 に 東 か ら西 へ 大 陸 横 断 中 に 仲 間5名 と共 に 行
方 不 明 とな る.
例 え ば,ド イ ッ人 で あ る の を 隠 す た め に,一 見 し
て ドイ ッ人 で あ る と判 る よ う な名 前 は,イ ギ リス
風 に 変 え た り,家 で も ドイ ッ語 を話 さ な い よ う に
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